














年次 学年 クラスの特徴 学級経営の方針 学級経営の反省 リーダー

1年目 3年生
エリート（意識）集団
withハートフル

担任としての存在感
→とにかく任せて見守る

生徒の実態を十分に把握で
きていなかった ◎

2年目 1年生
コロナ明けの新しい
環境で人見知り爆発

とにかく学校を楽しい場所
にできるように明るく元気に

メリハリや規律を守る意識
を十分に育てられなかった 〇

3年目 2年生
十人十色で天才も
浮かない

様々な個性を生かしながら
適材適所で活躍させる

仲良く盛り上がれるが、高め
合える集団にできなかった △

4年目 3年生
The担任中心クラス まとまりのある学級を目指す 大反省！ 楽しい一年間、

最高の卒業式でしたが… ▲

5年目 3年生
やんちゃな男子と
しっかり者の女子

リーダーを育成して
生徒中心の学級運営

「リーダー・生徒を中心に」が
生徒任せになってしまった 〇

6年目 3年生
元気でにぎやかな
ほんまに中３？

フォロワーシップの育成
△

理想
と
現実

期

模索
と
反省

期

試行
と
挑戦

期 チャレンジ中



①
②









自己紹介の前に… 喋らずに生年月日順に並びましょう！ 大成功！！

みんなの目標はみんなで決める







『生徒指導提要（令和4年12月）』より

自己存在感の感受

・自分も一人の人間として大切に
 されている 」 という自己存在感を、
 児童生徒が実感することが大切
・自己肯定感や自己有用感を育む
 ことも極めて重要

共感的な人間関係の育成

失敗を恐れない、間違いやできない
ことを笑わない、むしろ、なぜそう
思ったのか、どうすればできるよう
になるのかを皆で考える支持的で
創造的な学級・ホームルームづくり
が生徒指導の土台

自己決定の場の提供

授業場面で自らの意見を述べる、
観察・実験・調べ学習等を通じて
自己の仮説を検証してレポートする
等、自ら考え、選択し、決定する、
あるいは発表する、制作する等の
体験が何より重要

安心・安全な風土の醸成

お互いの個性や多様性を認め合い、
安心して授業や学校生活が送れる
ような風土を、教職員の支援の下で、
児童生徒自らがつくり上げるように
することが大切
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